	■　　0　なかよし　（指導時期　４月・４時間）


	単元の目標


　身のまわりの事象やものの数量に関心をもち，数や量の概念の基礎となる経験をする。

 関 
身のまわりの事物について，性質，状態，種類などの観点から見て，同じとみられるものをひとまとめにしてとらえようとする意欲をもつ。

 考 
２つの集合の大きさを比べるとき，対応の考えのよさに気づき，それを用いることができる。

 技 
・１つの観点に基づいてなかま集めをすることができる。


・ものの個数の多少を，線で結んで比べたり，操作しやすいものに置き換えて１対１対応によって比べたりすることができる。

 知 
・身のまわりのものの個数について１対１対応による比較のしかたを理解する。


・同じ集合でも，観点を変えると異なった分類ができることを理解する。

	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　なかまあつめ
　を　しよう
（ eq \o\ac(●,教)p.2～3）
	1
	・示された観点や自分で決めた観点に合わせてなかま集めをし，名前をつける。

	 関  示された観点や自分で決めた観点をもとに，なかま集めをしようとしている。
 技  観点に合わせて，なかま集めをすることができる。
 知  なかま集めをするときの観点を理解している。

	
	2
	・観点を変えて，別のなかま集めをする。

	 考  どのような観点でなかま集めをしたかを説明している。
 技  いろいろな観点に合わせて，なかま集めをすることができる。
 知  なかま集めをするときの，いろいろな観点を理解している。

	2　くらべよう
（ eq \o\ac(●,教)p.4〜7）
	3
	・ものの個数の多少を，比べる対象どうしを線で結ぶ１対１対応によって比較する。

	 考  ものの個数の多少を工夫して比べている。
 技  ものの集まりの要素の個数を直接比較することができる。
 知  １対１対応によって，ものの集まりの要素の個数が比較できることを理解している。

	
	4
	・直接比較しにくいものの個数の多少を，操作しやすいものに置き換えて，１対１対応によって比較する。

	 考  ものの個数の多少を工夫して比べている。
 技  ものの集まりの要素の個数を間接比較することができる。
 知  １対１対応によって，ものの集まりの要素の個数が比較できることを理解している。


	■　　1　10までの かず　（指導時期　４月〜５月・10時間）


	単元の目標


　10までの数の数え方，数字の読み方，書き方などを知るとともに，数系列についての学習などを通して数の概念について理解する。

 関 
身のまわりの事物を数で表してとらえようとする意欲をもつ。

 考 
事物を数字を用いて表すことのよさに気づき，対応の考えを用いて具体物を数える。

 技 
・10までの数について正しく数え，数字を読んだり書いたりすることができる。

　　
・ものとものとを対応させることによって，ものの個数を比べることができる。

 知 
10までの数の数え方，数字の読み方や書き方，数の順序，系列や大小について理解する。

	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　５までの
　かず
（ eq \o\ac(●,教)p.8～13）
	1
	・１から５までの数を唱えたり，数えたり，数字を読んだりする。

	 関  具体物の個数を数を用いて数えようとしている。
 考  ものの集まりの要素の全体数を１対１対応を用いてとらえている。
 技  １から５までの数を唱えたり，数えたり，数字を読んだりできる。

	
	2

3
	・１から５までの数と，数図やブロックとの関係を理解する。
・１から５までの数字を書く。
・示された数図の数を数字で表したり，示された数字の数だけおはじきを並べたりする。
	 関  ものの個数を工夫して表そうとしている。
 技  １から５までの数字を書くことができる。
 知  半具体物や数図や数字などを用いた，１から５までの数の表し方を理解している。

	2　10までの
　かず
（ eq \o\ac(●,教)p.14〜19）
	4
	・６から10までの数を唱えたり，数えたり，数字を読んだりする。

	 関  具体物の個数を数を用いて数えようとしている。
 考  ものの集まりの要素の全体数を１対１対応を用いてとらえている。
 技  ６から10までの数を唱えたり，数えたり，数字を読んだりできる。

	
	5

6
	・６から10までの数と数図との関係を理解する。
・６から10までの数字を書く。
・聞いた数を数字で書いたり，音の数を工夫して数えたりする。
	 関  音など消えてしまうものの数を工夫して表そうとしている。
 技  ６から10までの数字を書くことができる。
 知  数図や数字などを用いた，６から10までの数の表し方を理解している。

	3　おおきさ
　くらべ
（ eq \o\ac(●,教)p.20）
	7
	・１から10までの数の大小を比較する。

	 考  ものの集まりの多少や数の大小を数字によってとらえている。
 技  １から10までの数の多少や大小を比較することができる。

	4　０という
　かず
（ eq \o\ac(●,教)p.21）
	8
	・０の意味や表し方を理解し，用いる。

	 技  個数が「無」であることを「０」で表すことができる。
 知  ０の意味や唱え方，書き方を理解している。

	5　０から
　10までの
　かず
（ eq \o\ac(●,教)p.22〜23）
	9
	・０から10までの数の系列を理解し，順序よく並べる。

	 考  一定間隔で並んだ数の列について，きまりを見つけて考えている。
 技  ０から10までの数を順序よく並べることができる。

	◇かぞえて
　みよう
（ eq \o\ac(●,教)p.24〜25）
	10
	◇10までの数を用いて身のまわりにあるものの個数を数える。また，３種類のものの個数の多少を比較したり，数字とブロック，数図カードなどを対応させる活動をしたりする。
	 関  身のまわりにあるものの個数を進んで数えようとしている。
 技  ３種類のものの個数の多少を比較することができる。


	■　　2　なんばんめ　（指導時期　５月・３時間）


	単元の目標


　数が順番や位置を表す場面に用いられることを知り，順番や位置を順序数を用いて表すことができるようにするとともに，その概念を理解する。

 関 
順番や位置を表す活動のなかで，順序数を進んで用いようとする。

 考 
順に数詞を対応させていく活動を通して，数が順番や位置を表すものとしてとらえる。

 技 
具体的な場面で，順番や位置を順序数を用いて正しく表したり，示されたものの位置を順序数で表したりすることができる。

 知 
数が順番や位置を表す場合にも用いられることを理解し，順序数と集合数の違いを理解する。
	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　なんばんめ
（ eq \o\ac(●,教)p.26〜28）
	1
	・「前（後ろ）から○番め」のように，言葉と数を用いて順序を表す。
・「上（下）から○番め」，「左（右）から○番め」などのように，言葉と数を用いて位置を表す。
	 関  順序や位置を表すのに，進んで数を用いようとしている。
 考  数を順序や位置を表すものとしてとらえている。
 技  前後などの言葉と数を用いて，順序や位置を表すことができる。

	
	2
	・具体的な場面で，順序数と集合数の意味の違いを理解し，それを用いる。
	 技  具体的な場面で，順序数や集合数で表されたものを指摘することができる。
 知  具体的な場面で，順序数と集合数の違いを理解している。

	2　もののいち
（ eq \o\ac(●,教)p.29）
	3
	・順序数の理解を一層深め，ものの位置を正しく表す。

	 関  上下・左右などの言葉と数を用いて，ものの位置を表そうとしている。
 技  上下・左右などの言葉と数を用いて，ものの位置を表すことができる。


	■　　3　いくつと いくつ　（指導時期　５月〜６月・６時間）


	単元の目標


　10までの数の構成を理解し，数を多面的にとらえることができる。

 関 
１つの数をほかの数の和としてみることに関心をもち，数を積極的に用いようとする。

 考 
１つの数をほかの数の和とみる学習を通して，関数的な見方や考え方，交換法則の素地などを養う。

 技 
「aはbと□」，「aは□とb」の□にあてはまる数を求めることができる。

 知 
10までの数を２つの数に分解する活動を通して，10までの数の構成を理解する。また，10の補数関係を理解する。

	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　いくつと
　いくつ
（ eq \o\ac(●,教)p.30〜36）
	1
	・２色のおはじきの入った箱からおはじきを５個取り出すことにより，５を２つの数の和としてとらえ，５の数の構成を理解する。
	 関  ５を２つの数の和としてとらえようとしている。
 技  ５を２つの数に分解できる。

	
	2
	・６つのおはじきを利用して，６を２つの数の和としてとらえ，６の数の構成を理解する。
	 関  ６を２つの数の和としてとらえようとしている。
 技  ６を２つの数に分解できる。

	
	3
	・さいころを利用して，７を２つの数の和としてとらえ，７の数の構成を理解する。
	 関  ７を２つの数の和としてとらえようとしている。
 技  ７を２つの数に分解できる。

	
	4
	・数図カードや数字カードを利用して，８と９を２つの数の和としてとらえ，８と９の数の構成を理解する。
	 関  ８と９を２つの数の和としてとらえようとしている。
 技  ８と９を２つの数に分解できる。

	
	5
	・ブロックを利用して10を２つの数の和としてとらえたり，順序よく並べたときの規則性を見つけたりして，10の数の構成を理解する。
	 関  10を２つの数の和としてとらえようとしている。
 考  順序よく並べたときの規則性を見つけ，関数的な見方や考え方の素地を養っている。
 技  10を２つの数に分解できる。

	2　10を
　つくろう
（ eq \o\ac(●,教)p.36）
	6
	・ゲームをしながら，10を２つの数の和としてとらえる。

	 関  ゲームを通して，10を２つの数の和としてとらえようとしている。
 技  10の数の合成ができる。
 知  10の数の構成を理解している。


	■　　4　あわせて いくつ　ふえると いくつ　（指導時期　６月・８時間）


	単元の目標


　加法の意味と和が10以下の加法及び０を含む加法の計算方法を理解し，正しく計算することができる。

 関 
加法が用いられる場面を見いだし，加法の式に表し処理しようとする。

 考 
・加法の場面であることを操作や言葉などで説明する。


・式を読み取り，合併や増加の場面を想起する。

 技 
・加法が用いられる場面について，その関係を式に表すことができる。


・和が10以下の１位数と１位数の加法の計算ができたり，問題をつくったりすることができる。


・０を含む加法の計算ができる。

 知 
・「たす」，「しき」，「たしざん」などの用語の意味を理解する。


・合併の場面，増加の場面について，加法の意味を理解する。


・和が10以下の１位数と１位数の加法の計算方法を理解する。


・０を含む加法について，式の意味や計算方法を理解する。

	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　あわせて
　いくつ
（ eq \o\ac(●,教)p.37～40）
	1
	・合併の場面について，加法の意味と式の表し方について理解する。
	 関  合併の場面を見いだし，加法に関心をもっている。
 知  合併の場面について，加法の意味と式の表し方を理解している。

	
	2
	・合併の場面を加法の式に表して，答えを求める。また問題文から合併の場面をとらえ，式に表して答えを求める。
	 考  加法の場面であることを操作や言葉などで説明している。
 技  合併の場面を加法の式ととらえ，式に表し，和が10以下の加法の計算ができる。

	
	3
	・式と絵を見て合併の問題をつくる。
	 考  加法の式と絵を見て，合併の場面をとらえ，言葉で表現している。



	2　ふえると
　いくつ
（ eq \o\ac(●,教)p.41～44）
	4
	・増加の場面について，加法の意味と式の表し方について理解する。
	 関  増加の場面を見いだし，加法に関心をもっている。
 知  増加の場面について，加法の意味と式の表し方を理解している。



	
	5
	・増加の場面を加法の式に表して，答えを求める。また，問題文から増加の場面をとらえ，式に表して答えを求める。

	 考  加法の場面であることを操作や言葉などで説明している。
 技  増加の場面を加法の式ととらえ，式に表し，和が10以下の加法の計算ができる。

	
	6
	・式と絵を見て増加の問題をつくる。
	 考  加法の式と絵を読み取り，増加の場面をとらえ，問題を言葉で表現している。


	3　たしざん
　カード
（ eq \o\ac(●,教)p.45）
	7
	・計算カードを用いて計算練習し，計算に習熟する。
・計算カードを用いて，答えが同じになるカードを集める。
	 技  和が10以下の加法の計算が正しくできる。
 知  答えが同じ加法の計算は，いろいろあることを理解している。

	4　０の
　たしざん
（ eq \o\ac(●,教)p.46）
	8
	・０を含む１位数の加法について，式の意味や計算方法について理解し用いる。

	 考  これまでの加法の意味をもとに，０を含む加法の式の意味をとらえている。
 技  ０を含む加法の計算ができる。
 知  ０を含む加法の式の意味を理解している。


	■　　5　のこりは いくつ　ちがいは いくつ　（指導時期　６月〜７月・10時間）


	単元の目標


　減法の意味と10以下の数から１位数をひく減法の計算方法及び０を含む減法の計算方法を理解し，正しく計算することができる。また，具体的な場面で，どんな計算になるかを考え，加法，減法の演算決定をし，問題を解決できる。

 関 
減法が用いられる場面を見いだし，減法の式に表し処理しようとする。

 考 
・減法の場面であることを操作や言葉などで説明する。


・式を読み取り，減少や比較の場面を想起する。


・具体的な場面の数量の関係をとらえ，加法や減法を適用して解釈する。

 技 
・減法が用いられる場面について，その関係を式に表すことができる。


・10以下の数から１位数をひく減法の計算ができたり，問題をつくったりすることができる。


・０を含む減法の計算ができる。


・具体的な場面を加法や減法を用いて式に表し，計算することができる。

 知 
・「ひく」，「ひきざん」などの用語の意味を理解する。


・減少，比較の場面について，減法の意味やその計算方法を理解する。


・０を含む減法について，式の意味や計算方法を理解する。
	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　のこりは
　いくつ
（ eq \o\ac(●,教)p.47〜50）
	1
	・減少の場面について，減法の意味と式の表し方について理解する。
	 関  減少の場面を見いだし，減法に関心をもっている。
 知  減少の場面について，減法の意味と式の表し方を理解している。

	
	2
	・減少の場面を減法の式に表して，答えを求める。また，問題文から減少の場面をとらえ，式に表して答えを求める。
	 考  減法の場面であることを操作や言葉などで説明している。
 技  減少の場面を減法の式に表し，計算することができる。

	
	3
	・式と絵を見て減少の問題をつくる。
	 考  減法の式と絵を見て，減少の場面をとらえ言葉で表現している。

	2　ちがいは
　いくつ
（ eq \o\ac(●,教)p.51〜54）
	4
	・比較の場面について，減法の意味と式の表し方について理解し，計算する。
	 関  比較の場面を見いだし，減法に関心をもっている。
 知  比較の場面について，減法の意味と式の表し方を理解している。

	
	5
	・問題文から比較の場面をとらえ，式に表して答えを求める。
	 技  比較の場面について，減法の式に表して，答えを求めることができる。

	
	6
	・式と絵を見て比較の問題をつくる。
	 考  減法の式と絵を見て，比較の場面をとらえ言葉で表現している。

	3　ひきざん
　カード
（ eq \o\ac(●,教)p.55）
	7
	・計算カードを用いて計算練習し，計算に習熟する。
・計算カードを用いて，答えが同じになるカードを集める。
	 技  10以下の数から１位数をひく減法の計算が正しくできる。
 知  答えが同じ減法の計算は，いろいろあることを理解している。

	4　０の 

　ひきざん
（ eq \o\ac(●,教)p.56）
	8
	・０を含む１位数の減法について，式の意味や計算方法を理解し用いる。
	 考  これまでの減法の意味をもとに，０を含む減法の意味をとらえている。
 技  ０を含む減法の計算ができる。
 知  ０を含む減法の式の意味を理解している。

	5　たしざんかな
　ひきざんかな
（ eq \o\ac(●,教)p.57〜58）
	9
	・具体的な場面で，どんな計算になるかを考え，加法，減法の演算決定をし，立式して計算で答えを求める。

	 考  場面や数量の関係をとらえ，正しく演算決定している。
 技  加法や減法を適用し，立式して計算で答えを求めることができる。

	◇ふたりで
　おいかけっこ
（ eq \o\ac(●,教)p.59）
	10
	◇10以下の数から１位数をひく減法の計算を確実にする。
	 技  10以下の数から１位数をひく減法の計算が確実にできる。


	■　　6　しらべよう　（指導時期　７月・１時間）


	単元の目標


　ものの個数を知り，比べるために，絵を用いて表したり，読み取ったりする。

 関 
ものの個数を絵を用いて表したり，読み取ったりすることに親しみをもつ。

 考 
同じ種類の絵を集め，個数の大小がわかりやすくなるように，端をそろえて並べるなどの工夫をする。

 技 
ものの個数を絵を用いて表したり，個数の大小を比べたりすることができる。

 知 
ものの個数を絵を用いて整理して表すと，個数の大小がわかりやすくなることを理解する。

	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　しらべよう
（ eq \o\ac(●,教)p.60〜61）
	1
	・遊んでいる動物たちの数を分類整理して数え，絵を用いて，簡単なグラフに表す。また，絵を用いた簡単なグラフの特徴を読み取る。

	 関  ものの個数を絵を用いて表したり，読み取ったりすることに親しみをもっている。
 考  同じ種類の絵を集め，個数の大小がわかりやすくなるように，端をそろえて並べるなど，表し方の工夫を考えている。
 技  ものの個数を絵を用いて表したり，個数の大小を比べたりすることができる。
 知  ものの個数を絵を用いて整理して表すと，個数の大小がわかりやすくなることを理解している。


	ふくしゅう１
（ eq \o\ac(●,教)p.62）
	1
	・復習問題に取り組み，既習事項の理解を確実にする。
	


	■　　7　10より おおきい かず　（指導時期　９月・９時間）


	単元の目標


　20までの数や20より少し大きい数について，その構成，読み方，書き方，系列を理解するとともに，くり上がり，くり下がりのない簡単な２位数と１位数の加法，減法の計算ができる。

 関 
個数や順序などを20までの数を用いて正しく表そうとする意欲をもつ。

 考 
・ものの個数を10とあといくつととらえて，数字で表すことを見いだす。


・簡単な２位数と１位数の加減の計算のしかたを，数の構成や既習の計算をもとにして考える。

 技 
・20までの具体物の数を，正しく唱え，正しく表したり読んだり，数直線上に表したりできる。

　　
・10＋6，12＋3，16－6，15－3のような加法，減法の計算ができる。

 知 

数の構成（10と２で12，12は10と２），表し方，読み方を理解する。
	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　20までの
　かず
（ eq \o\ac(●,教)p.63〜69）
	1

2
	・20までのものの個数について，10とあといくつという見方で数えるとよいことを知り，11から20までの数を表したり，読んだりする。

	 考  20までのものの個数を10とあといくつととらえて，数字で表せばよいと考えている。
 技  20までの具体物の数を正しく唱え，表したり，読んだりできる。
 知  20までの数の構成や表し方，読み方を理解している。

	
	3
	・20までの数の構成の理解を深め，その順序，系列がわかる。また，２ずつ，５ずつまとめて数えるよさに気づき，まとめて数える。
	 関  身のまわりの数を工夫して数えようとしている。
 知  20までの数の構成，順序，系列を理解している。

	
	4
	・20までの数の構成の理解を深め，その順序，系列がわかる。

	 知  20までの数の構成，順序，系列を理解している。


	2　かずのせん
（ eq \o\ac(●,教)p.70〜71）
	5
	・20までの数直線の読み方を理解し，20までの数の大小比較をする。
	 技  20までの数の大小比較ができる。
 知  数直線の読み方を理解している。

	3　20より
　おおきいかず
（ eq \o\ac(●,教)p.72）
	6
	・20より少し大きい数の構成や唱え方，表し方，読み方について理解する。
	 技  20までの数の表し方をもとに，20より少し大きい数の表し方を考えている。
 知  20より少し大きい数の構成や表し方，読み方を理解している。

	4　たしざんと
　ひきざん
（ eq \o\ac(●,教)p.73〜74）
	7
	・10＋６や12＋３のような加法の計算をする。
	 考  10＋６や12＋３のような加法の計算のしかたを，数の構成や既習の計算をもとにして考えている。
 技  10＋６や12＋３のような加法の計算ができる。
 知  10＋６や12＋３のような加法の計算のしかたを理解している。

	
	8
	・16－６や15－３のような減法の計算をする。
	 考  16－６や15－３のような減法の計算のしかたを，数の構成や既習の計算をもとにして考えている。
 技  16－６や15－３のような減法の計算ができる。
 知  16－６や15－３のような減法の計算のしかたを理解している。

	まとめの
れんしゅう
（ eq \o\ac(●,教)p.75）
	9
	・基本的な学習内容を理解しているか確認し，それに習熟する。

	 技  具体物の数を，正しく数えたり，くり上がりのない簡単な２位数と１位数の加法，減法の計算ができる。
 知  数の構成や系列を理解している。


	■　　8　なんじ なんじはん　（指導時期　９月・１時間）


	単元の目標


　時刻や時計に関心をもち，生活に生かそうとするとともに，短針と長針を見て，「何時」，「何時半」の時刻を読むことができる。また，示された時刻の「何時」，「何時半」になるように針を正しい位置に置くことができる。

 関 
時刻や時計に関心をもち，生活に生かそうとする。

 考 
「何時」，「何時半」の時刻を読むときに，短針と長針の位置に着目して考える。

 技 
「何時」，「何時半」の時刻を読んだり，針の位置を正しく示したりすることができる。

 知 
「何時」，「何時半」の時刻の読み方や，針の正しい位置を理解する。

	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	１　たのしい
　 にちようび
（ eq \o\ac(●,教)p.76～77）
	1
	・時計の短針と長針を見て，「何時」，「何時半」と30分単位で読む。
・示された時刻になるように，時計の針の正しい位置を示す。
	 関  時刻や時計に関心をもち，生活に生かそうとしている。
 考 「何時」，「何時半」の時刻を読むときに，短針と長針の位置に着目して考えている。
 技 「何時」，「何時半」の時刻を読んだり，針の位置を示したりすることができる。
 知 「何時」，「何時半」の時刻の読み方や，針の正しい位置を理解している。

	ふくしゅう２
（ eq \o\ac(●,教)p.78）
	1

2
	・復習問題に取り組み，既習事項の理解を確実にする。

	

	◇せんで
　むすぼう
（ eq \o\ac(●,教)p.80）
	
	◇１から30までの数がふられた点を順序よく結んで絵をつくる。

	 技  １から30までの数を順序よく結ぶことができる。
 知  １から30までの数系列を理解している。


	■　　9　３つの かずの けいさん　（指導時期　９月〜10月・７時間）


	単元の目標


　３口の数の加減や加減混合の計算のしかたを理解し，それを用いることができる。

 関 
加法，減法が続いて起こる場面を読み取り，１つの式に表して解決しようとする意欲をもつ。

 考 
加法，減法が続いて起こる場面を１つの式にまとめて簡潔に表現できるよさに気づく。

 技 
数量の関係を３口の数の加法，減法及び加減混合の式に表し，その計算ができる。

 知 
数量の関係を３口の数の加法，減法及び加減混合の式に表せること，及びその計算のしかたを理解する。

	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　３つの
　かずの
　けいさん
（ eq \o\ac(●,教)p.81〜86）
	1
	・続いて起こることがらをa＋b＋cと１つの加法の式に表せることを理解し，結果を求める。

	 考  ３口の数の加法の場面を１つの式に表すことのよさに気づき，それを説明している。
 技  ３口の数の加法の場面を式に表したり，計算したりすることができる。
 知  ３口の数の加法の場面を１つの式に表せること，及びその計算のしかたを理解している。

	
	2
	・続いて起こることがらをa－b－cと１つの減法の式に表せることを理解し，結果を求める。

	 関  ３口の数の減法の場面を１つの式に表そうとしている。
 考  ３口の数の減法の場面を１つの式に表すことのよさに気づき，それを説明している。
 技  ３口の数の減法の場面を式に表したり，計算したりすることができる。

	
	3
	・続いて起こることがらを a－b＋cまたはa＋b－cと １つの式に表せることを理解し，結果を求める。

	 考  ３口の数の加減混合の場面を１つの式に表すことのよさに気づいている。
 技  ３口の数の加減混合の場面を式に表したり，計算したりすることができる。
 知  ３口の数の加減混合の場面でも１つの式に表せることや，加減混合の場面の数量の関係を理解している。

	2　もんだい
　づくり
（ eq \o\ac(●,教)p.85）
	4
	・問題づくりを通して，３口の数の加法の場面の理解を深める。

	 関  ３口の加法の式から，具体的な場面を考えようとしている。
 知  ３口の加法が用いられる場面の数量の関係を理解している。

	3　くばりかた
（ eq \o\ac(●,教)p.86）
	5
	・具体物のいろいろな分け方を考え，図や式に表す。

	 考  具体物の分け方を考え，図や式で表現している。
 技  具体物を同じ数ずついくつかに分けることができる。

	◇いろいろな
　しきを
　つくろう
（ eq \o\ac(●,教)p.87）
	6
	◇与えられた数が答えになる加法や減法の式をいろいろとつくることで，１つの数を多面的にみる。

	 関  与えられた数が答えになる加法や減法の式をいろいろとつくり，式に親しみをもとうとしている。
 考  １つの数を多面的にみて，式に表している。
 技  １つの数を多面的にみて，分解したり合成したり，式に表すことができる。

	◇（ずをつかって
　かんがえよう）
　なかよく
　わけよう
（ eq \o\ac(●,教)p.88）
	7
	◇場面を図に表すことにより，同じ数のまとまりを数えたり，数を等分したりする。

	 関  問題場面がわかり，進んで場面を図に表そうとしている。
 考  カードを集めたり配ったりする操作を，図で表現している。


	■　　10　ながさくらべと ひろさくらべ　（指導時期　10月・６時間）


	単元の目標


　ものの長さや広さに関心をもち，直接比較や間接比較によりそれぞれの量を比較するとともに，任意単位を用いることによって長さや広さが数値化できることを知り，長さや広さの比較ができる。

 関 
身のまわりにあるものの長さや広さに関心をもち，長さや広さを比較することに意欲をもつ。

 考 
身のまわりにあるものの長さや広さについて，媒介物を用いて間接比較することや，任意単位のいくつ分かで数値化して測定するなど，比べ方を考える。

 技 
身のまわりにあるものの長さや広さを直接比較や間接比較によって比べたり，任意単位を用いることによって，そのいくつ分かで数値化して比べたりすることができる。

 知 
身のまわりにあるものの長さや広さを直接比較や間接比較によって比べたり，任意単位を用いて数値化して比べたりして，長さや広さの意味について理解する。
	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	１　ながさ
　くらべ
（ eq \o\ac(●,教)p.89～92）
	1
	・直接比較によって，長さの長短を比較する。
	 関  身のまわりのものの長さに関心をもち，比較に取り組もうとしている。
 知  長さに関する直接比較のしかたを理解している。

	
	2

3
	・間接比較によって，長さの長短を比較する。
	 考  身のまわりにあるものの長さについて，媒介物を用いて間接比較することを考えている。
 技  間接比較によって，長さを比較することができる。
 知  長さに関する間接比較のしかたやよさを理解している。

	
	4
	・任意の長さを単位として，そのいくつ分で長さを数値化し，その数値をもとに長さを比較する。

	 考  身のまわりにあるものの長さについて，任意単位のいくつ分かで数値化して測定することを考えている。
 技  任意単位による数値化での比較によって，長さを比較することができる。
 知  長さに関する任意単位の比較のしかたと，そのよさを理解している。



	２　ひろさ
　くらべ
（ eq \o\ac(●,教)p.93）
	5
	・身のまわりにあるものの広さの大小を比較する。

	 考  長さと同じように，直接比較によって，広さを比べようと考えている。
 技  直接比較によって，広さを比較することができる。

	
	6
	・陣とりゲームを行い，とった陣地の大小を比較する。

	 考  長さと同じように，任意単位を用いて広さを比べようと考えている。
 知  広さも任意単位によって数値化して比較できることを理解している。


	◇こたえの
　かずにあう
　いろをぬりま
　しょう
（ eq \o\ac(●,教)p.94）
	1
	◇既習の加法計算，減法計算，３口の加法，減法及び加減混合の計算に習熟する。
	 関  進んで，計算問題に取り組もうとしている。
 技  既習の加法計算，減法計算，３口の加法，減法及び加減混合の計算ができる。


	■　　11　たしざん　（指導時期　10月〜11月・８時間）


	単元の目標


　１位数と１位数をたして，和が11以上になる加法の計算原理や方法を理解し，正しく計算できる。

 関 
くり上がりのある加法の計算を用いて身のまわりの問題を解決するなど，加法を生活や学習のなかで活用する。

 考 
くり上がりのある加法の計算方法を10のまとまりをつくることに着目して考える。

 技 
１位数と１位数をたして，和が11以上になるくり上がりのある加法の計算が正しくできる。

 知 
１位数と１位数をたして，和が11以上になるくり上がりのある加法の計算方法を理解する。

	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　たしざん
（ eq \o\ac(●,教)p.95～97） 
	1
	・１位数と１位数をたして，和が11以上になる加法の計算原理や方法を理解する。（加数分解）

	 関  これまでの学習をもとに，くり上がりのある加法の計算のしかたを考えようとしている。
 考  くり上がりのある加法の計算のしかたを，10のまとまりをつくることに着目して考え，それを説明している。
 知  １位数と１位数をたして，和が11以上になる加法の計算のしかたを理解している。

	
	2
	・１位数と１位数をたして，和が11以上になる加法の計算の理解を深める。

	 考  被加数が８や７の場合も，前時の被加数が９の場合と同じように考えれば計算できると考えている。
 技  １位数と１位数をたして，和が11以上になる加法の計算ができる。

	
	3
	・１位数と１位数をたして，和が11以上になる加法の計算原理や方法を理解する。（被加数分解）
	 知  １位数と１位数をたして，和が11以上になる加法の計算のしかたを理解している。


	
	4
	・１位数と１位数をたして，和が11以上になる加法の計算に習熟する。
	 技  １位数と１位数をたして，和が11以上になる加法の計算を加数分解や被加数分解でできる。

	２  たしざん
　カード
（ eq \o\ac(●,教)p.98〜99）
	5
	・１位数と１位数をたして，和が11以上になる加法の計算カードを用いて計算の練習をし，計算に習熟する。また，答えが同じになるカードを見つける。
	 関  答えが同じになるカードはどのように並んでいるのかを考えようとしている。
 技  １位数と１位数をたして，和が11以上になる加法の計算が確実にできる。

	◇カードゲーム
（ eq \o\ac(●,教)p.99）
	6

7
	◇１位数と１位数をたして，和が11以上になる加法の計算カードを用いていろいろなゲームをし，計算に習熟する。

	 関  加法を用いて，ゲームに取り組んでいる。
 技  １位数と１位数をたして，和が11以上になる加法の計算が確実にできる。

	まとめの
れんしゅう
（ eq \o\ac(●,教)p.100）
	8
	・基本的な学習内容を理解しているか確認し，それに習熟する。

	 技  １位数と１位数をたして，和が11以上になる加法の計算が正しくでき，それを活用して問題を解決できる。


	■　　12　かさくらべ　（指導時期　11月・２時間）


	単元の目標


　かさを測定することの意味を知り，身のまわりにあるもののかさを比較することに意欲をもつ。

 関 
身のまわりにあるもののかさに関心をもち，その大小を比較しようとする。

 考 
身のまわりにあるもののかさについて，媒介物を用いて間接比較したり，任意単位のいくつ分かで数値化して測定したりするなど，その比べ方を考える。

 技 
・かさを直接比較したり，媒介物を用いて間接比較したりして，その大小を比べることができる。


・かさについて，任意単位のいくつ分かで数値化し，その大小を比べることができる。

 知 
・かさを直接比較したり，媒介物を用いて間接比較したり，任意単位のいくつ分かで数値化して比べたりするなどの活動を通して，量の意味について理解する。


・身のまわりにあるもののかさの大小をとらえるなど，量の大きさについて豊かな感覚をもつ。

	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　かさくらべ
（ eq \o\ac(●,教)p.101～102）
	1

2
	・直接比較，間接比較によってかさの大小を比較する。
・任意単位を用いて，そのいくつ分かでかさを数値化し，その数値をもとにしてかさの大小を比較する。
	 関  身のまわりにあるもののかさや，その大小の比較のしかたに関心をもっている。
 考  長さの学習経験をもとに，かさを比較する方法を考え，それを説明している。
 技  直接比較，間接比較，任意単位を用いた数値化による比較によって，かさを比較することができる。
 知  身のまわりにあるもののかさの大小をとらえるなど，量の大きさについて豊かな感覚をもっている。


	■　　13　ひきざん　（指導時期　11月〜12月・８時間）


	単元の目標


　10いくつから１位数をひいて差が１位数になる減法の計算原理や方法を理解し，正しく計算できる。

 関 

くり下がりのある減法の計算を用いて身のまわりの問題を解決するなど，減法を生活や学習のなかで活用しようとする。

 考 
・くり下がりのある減法の計算方法を10のまとまりから１位数をひくことに着目して考える。


・くり下がりのある減法の計算方法を半具体物の操作や言葉，数，式，図などを使って説明する。

 技 
10いくつから１位数をひいて，差が１位数になるくり下がりのある減法の計算が正しくできる。

 知 
10いくつから１位数をひいて，差が１位数になるくり下がりのある減法の計算方法を理解する。
	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　ひきざん
（ eq \o\ac(●,教)p.103〜105）
	1
	・10いくつから１位数をひいて，差が１位数になる減法の計算原理や方法を理解する。（減加法）

	 関  これまでの学習をもとに，くり下がりのある減法の計算のしかたを考えようとしている。
 考  くり下がりのある減法の計算のしかたを，10のまとまりから１位数をひくことに着目して考え，それを説明している。
 知  １0いくつから１位数をひいて，差が１位数になる減法の計算のしかたを理解している。

	
	2
	・10いくつから１位数をひいて，差が１位数になる減法の計算の理解を深める。

	 考  減数が８や７の場合も，前時の減数が９の場合と同じように考えれば計算できると考えている。
 技  １0いくつから１位数をひいて，差が１位数になる減法の計算ができる。

	
	3
	・10いくつから１位数をひいて，差が１位数になる減法の計算原理や方法を理解する。（減々法）

	 考  10のまとまりから１位数をひくよりも，２位数の一の位から１位数をひくことのよさに気づき，それを説明している。
 知  １0いくつから１位数をひいて，差が１位数になる減法の計算のしかたを理解している。

	
	4
	・10いくつから１位数をひいて，差が１位数になる減法の計算に習熟する。
	 技  １0いくつから１位数をひいて，差が１位数になる減法の計算を減加法や減々法でできる。

	2　ひきざん
　カード
（ eq \o\ac(●,教)p.106）
	5
	・10いくつから１位数をひいて，差が１位数になる減法の計算カードを用いて計算の練習をし，計算に習熟する。また，答えが同じになるカードを見つける。

	 関  答えが同じになるカードはどのように並んでいるのかを進んで考えようとしている。
 技  １0いくつから１位数をひいて，差が１位数になる減法の計算が確実にできる。

	◇カードゲーム
（ eq \o\ac(●,教)p.106）
	6

7
	◇10いくつから１位数をひいて，差が１位数になる減法の計算カードを用いていろいろなゲームをし，計算に習熟する。

	 関  減法を用いて，進んでゲームに取り組んでいる。
 技  １0いくつから１位数をひいて，差が１位数になる減法の計算が確実にできる。

	まとめの
れんしゅう
（ eq \o\ac(●,教)p.107）
	8
	・基本的な学習内容を理解しているか確認し，それに習熟する。

	 技  10いくつから１位数をひいて，差が１位数になる減法の計算が正しくでき，それを活用して問題を解決できる。


	ふくしゅう３
（ eq \o\ac(●,教)p.108〜109）
	1

2
	・復習問題に取り組み，既習事項の理解を確実にする。
	


	■　　14　いろいろな かたち　（指導時期　12月・５時間）


	単元の目標


　身のまわりにあるものの形について，観察や構成，分解などの算数的活動を通して，ものの形を認めたり，形の特徴をとらえたりすることができる。

 関 
身のまわりにあるいろいろな立体図形や立体の面（平面図形）について，観察や構成，分解などの活動を通して，その形状や特徴を進んで明らかにする。

 考 
身のまわりにあるいろいろな立体図形や立体の面（平面図形）について，形以外の属性を捨象して形の特徴をとらえる。

 技 
身のまわりにあるいろいろな立体図形や立体の面（平面図形）について，その形状や機能性などの特徴を生かして，具体物を構成したり，絵をかいたりすることができる。

 知 
基本的な立体図形や立体の面（平面図形）について，形状や特徴を理解する。

	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　かたちづくり
（ eq \o\ac(●,教)p.110～111） 
	1

2
	・いろいろな箱や缶，筒などの立体を用いて，飛行機やタワーなど身のまわりにある具体物を作ったり，作ったものを発表したりする活動を通して，ものの形を認めたり，形の特徴をとらえたりする。
	 関  構成活動を行い，立体図形の特徴をとらえようとしている。
 考  立体図形の形状や機能面をとらえて，構成した具体物からそれを説明している。

	2　はこの
　かたち
（ eq \o\ac(●,教)p.112） 
	3
	・身のまわりにあるいろいろな箱や缶，筒などの形に着目したなかま集めの活動を通して，立体の形の特徴をとらえる。
	 考  立体図形について，形以外の属性を捨象して立体図形の形の特徴をとらえている。
 知  分類整理の活動を通して，基本的な立体図形の特徴を理解している。

	3　めんの
　かたち
（ eq \o\ac(●,教)p.113～114）
	4
	・身のまわりにあるいろいろな箱や缶，筒などの立体の面の形を写し取り，絵をかく活動を通して，基本的な平面図形の特徴をとらえる。

	 考  立体の面を写してかいた絵についてどんな形を使ってかいたかを説明している。
 知  基本的な立体図形の構成要素である平面図形の特徴を理解している。

	
	5
	・平面図形の同じ形に同じ色をぬる活動を通して，ましかく，ながしかく，さんかく，まるの基本的な平面図形の特徴をとらえる。
	 考  平面図形について，形以外の属性を捨象して形の特徴をとらえている。
 知  基本的な平面図形の特徴を理解している。


	◇ひろとさんの
　くつばこは
　どこかな
（ eq \o\ac(●,教)p.115） 
	1
	◇数を用いた平面上のものの位置の表し方を理解する。
	 関  平面上での位置の表し方を数を用い，進んで考えている。
 技  平面上での位置を数を用いて表すことができる。


	◇じゃんけん
　すごろく
（ eq \o\ac(●,教)p.116） 
	1
	◇じゃんけんすごろくの活動を通じて，30までの数について理解を深める。
	 関  30までの数の並び方や順序に親しみをもっている。



	■　　15　30より 大きい かず　（指導時期　１月〜２月・11時間）


	単元の目標


　120くらいまでの数について，数の数え方，読み方，表し方，順序，系列を理解し，大小を比較することができる。

 関 

いろいろなものの数を数えたり，数えた数を数字で表したりすることに興味・関心をもつ。

 考 
・10のまとまりをつくって数えることを通して，10を単位とした数の見方を見いだす。


・既習事項をもとに100までの数の表し方を考える。

 技 
・120程度までの数について，数を数えたり，表したり，読んだりすることができる。


・簡単な場合の２位数などの加法及び減法の計算ができる。

 知 
・２位数について，各位の数字の意味や，空位の０の意味がわかり，用語「一のくらい」，「十のくらい」の意味を理解する。


・120程度までの数について，数の読み方，表し方，順序や系列を理解する。
	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　100までの
　かず
（ eq \o\ac(●,教)p.117〜121）
	1

2
	・具体物の個数を10のまとまりをつくって数え，２位数の構成や表し方，読み方を理解する。

	 関  ものの数を数えたり，数えた数を数字で表したりすることに意欲をもっている。
 考  既習事項をもとに100までの数の表し方を考えている。
 技  100までの数を数えたり，表したり，読んだりすることができる。
 知  「一のくらい」「十のくらい」の意味を理解している。

	
	3
	・２位数の構成の理解を深める。

	 知  ２位数の構成的な見方について理解している。

	
	4
	・100という数の構成や大きさ，表し方，読み方を理解する。
	 知  100の構成，表し方，読み方を理解している。

	2　100までの
　かずの ならび 
　かた
（ eq \o\ac(●,教)p.121〜122）
	5
	・数表を使って100までの数を調べ，その特徴に気づく。

	 考  数表から100までの数の並び方の特徴に気づき，それを説明している。
 技  100までの数を順序，系列に従って並べることができる。
 知  100までの数の順序，系列を理解している。

	3　100より 

　大きい かず
（ eq \o\ac(●,教)p.123）
	6
	・120程度までの３位数についての読み方，表し方，順序，系列を理解する。

	 技  120程度までの３位数を順序，系列に従って並べることができる。
 知  120程度までの３位数の表し方，読み方，順序，系列を理解している。

	4　かずのせん
（ eq \o\ac(●,教)p.124〜125）
	7
	・120程度までの数の数直線を見て，数の大小，系列などを調べる。

	 考  数直線上の位置により数の大小を判断している。
 技  120程度までの数を数直線上に表したり，大小比較したりすることができる。
 知  120程度までの数の数直線上への表し方や大小などを理解している。

	れんしゅう
（ eq \o\ac(●,教)p.125）
	8
	・基本的な学習内容に習熟し，それを活用する。

	 技  具体物の数を数え，表すことができる。
 知  ２位数の構成や数の系列を理解している。

	5　たしざんと 

　ひきざん
（ eq \o\ac(●,教)p.126〜127）
	9
	・「何十」＋「何十」（和が100まで）の計算や，２位数と１位数の加法（くり上がりなし）の計算をする。

	 考  「何十」＋「何十」の計算のしかたを10を単位として考えている。
 技  「何十」＋「何十」の計算や，２位数と１位数の加法の計算をすることができる。
 知  「何十」＋「何十」の10を単位とした答えの求め方を理解している。

	
	10
	・「何十」−「何十」，100−「何十」の計算や，２位数−１位数（くり下がりなし）の計算をする。

	 考  「何十」−「何十」の計算のしかたを10を単位として考えている。
 技  「何十」−「何十」，100−「何十」の計算や，２位数−１位数の計算をすることができる。
 知  「何十」−「何十」の10を単位とした答えの求め方を理解している。

	◇かずを さがそ
　う／かずの み
　かた
（ eq \o\ac(●,教)p.128〜129）
	11
	◇身のまわりで使われている数字や数を見つけ，120程度までの数の理解を深める。
◇２位数をさまざまな見方でとらえ，数の感覚を豊かにする。
	 関  いろいろなところに数が使われていることに関心をもち，調べようとしている。
 考  ２位数を数の構成や系列を意識してとらえている。


	◇（よみとって
　かんがえよう）まゆみさんをさがせ
（ eq \o\ac(●,教)p.130〜131）
	1
	◇たくさんの情報のなかから，必要な情報を選択し，適切に問題を解決する。

	 関  たくさんの情報のなかから，必要な情報を選択し，問題を解決しようとしている。
 考  たくさんの情報のなかから，必要な情報がどれかを正しく判断し，説明している。




	■　　16　なんじなんぷん　（指導時期　２月・３時間）


	単元の目標


　日常生活と時刻の関連に関心をもち，１分単位で時刻を読んだり，表したりすることができる。

 関 
日常生活のなかで時刻に関心をもち，進んで活用する。

 考 
時刻を読んだり表したりするときに，時計の長針，短針の位置関係や，５分単位の目盛りに着目して考える。

 技 
時計を見て，１分単位の時刻を読んだり，表したりできる。

 知 
時計の長針，短針の動きや，１分単位の時刻の読み方や表し方を理解する。

	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	１　じこくの
　よみかた，
　あらわしかた
（ eq \o\ac(●,教)p.132〜134）
	1

2
	・短針と長針を見て，時計を１分単位で読む。

	 関  日常生活のなかで時刻に関心をもち，時計を活用しようとしている。
 考  時刻を読むとき，時計の長針，短針の位置関係や，５分単位の目盛りに着目して考えている。
 技  時計を見て，１分単位の時刻を読むことができる。
 知  時計の長針，短針の動きや，１分単位の時刻の読み方や表し方を理解している。

	
	3
	・模型時計の時刻を読んだり，示された時刻になるように針を正しい位置にあわせたりすることで，時刻の読みに習熟する。
	 技  時計を見て，１分単位の時刻を読んだり，表したりできる。
 知  １分単位の時刻の読み方や表し方を理解している。


	■　　17　ずを つかって かんがえよう　（指導時期　２月・４時間）


	単元の目標


　順序数や異種の量，求大や求小の場面でも加減が適用できることを知り，加減の意味の理解を深める。

 関 
順序数や異種の量，求大や求小の場面を日常から見いだし，加減の適用場面を拡張しようとする。

 考 
順序数や異種の量，求大や求小の場面について図に表して数量の関係をとらえ，加減を適用する。

 技 
順序数や異種の量，求大や求小の場面について加減の式に表し，問題を解決することができる。

 知 
順序数や異種の量，求大や求小の場面について加減の式に表せることを理解する。

	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	１　ずを
　つかって
　かんがえよう
（ eq \o\ac(●,教)p.135〜139）
	1
	・順序数について，加法や減法が適用できることを理解し，問題を解決する。

	 考  順序数の数量の関係について，図をもとに加法や減法を適用してとらえ，その理由を説明している。
 技  順序数について，図をもとに，加法や減法を適用し，立式して計算で答えを求めることができる。

	
	2
	・異種の量について，加法や減法が適用できることを理解し，問題を解決する。

	 考  異種の量の数量の関係を図で表現し，図をもとに加法や減法を適用してとらえている。
 知  異種の量について，加法や減法が適用できることを理解する。

	
	3
	・求大の場面で加法を適用し，問題を解決する。

	 関  加法が用いられる求大の場面で， 図を用いて数量の関係を考えようとしている。
 技  求大の場面で加法を適用し，立式して計算で答えを求めることができる。

	
	4
	・求小の場面で減法を適用し，問題を解決する。

	 考  求小の場面の数量の関係を図で表現し，図をもとに減法を適用してとらえている。
 知  求小の場面において，減法が適用できることを理解している。


	■　　18　かたちづくり　（指導時期　２月〜３月・４時間）


	単元の目標


　色板や数え棒を並べたり，点と点を線でつないだりする図形の構成活動を通して，平面図形の特徴や操作について興味・関心をもつとともに，基本的な平面図形の特徴を理解する。

 関 

図形の構成活動を通して，基本的な平面図形の特徴に興味・関心をもつ。 

 考 

図形の構成活動を通して，ものの形を認めたり，形の特徴をとらえたりする。

 技 

色板や数え棒，点と点を用いて，いろいろな形を構成することができる。

 知 
・基本的な平面図形の特徴や，ずらす，回す，裏返すなどの基本的な操作について理解する。


・身のまわりにあるものの形について，構成したり，分解したり，観察したりする活動を通して，図形についての理解の基礎となる経験を豊かにする。

	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　いろいた
　ならべ
（ eq \o\ac(●,教)p.140〜142）
	1
	・色板を用いていろいろな形を構成し，基本的な平面図形についての見方を深める。
	 関  色板を用いた図形の構成活動のなかで，基本的な平面図形の特徴に興味・関心をもっている。
 技  色板を用いて，いろいろな形を構成することができる。

	
	2
	・色板を移動して形を変化させ，変化のようすや移動のしかたを理解する。
	 考  色板を，ずらしたり，回したり，裏返したりして，いろいろな形を構成したり，分解したりすることを考え，どのような操作をしたか説明している。
 知  ずらす，回す，裏返すなどの基本的な操作について理解している。

	2　かぞえぼう
　ならべ
（ eq \o\ac(●,教)p.143〜144）
	3
	・数え棒を用いていろいろな形を構成し，基本的な平面図形についての見方を深める。
	 関  数え棒を用いた図形の構成活動のなかで，基本的な平面図形の特徴に興味・関心をもっている。
 技  数え棒を用いて，いろいろな形を構成することができる。

	
	4
	・点と点を線でつないでいろいろな形を構成し，基本的な平面図形についての見方を深める。
	 技  点と点を線でつないで，いろいろな形を構成することができる。
 知  基本的な平面図形の特徴について理解している。


	１ねんの
ふくしゅう
（ eq \o\ac(●,教)p.145〜148）
	1

2

3
	・１学年の復習問題に取り組み，既習事項の理解を確実にする。

	


	◇すごろく
（ eq \o\ac(●,教)p.149〜150）
	1

2
	◇ゲームを通して，100までの数の並び方や系列の理解を深めたり，加法や減法の計算の練習をする。
	 関  100までの数の並び方や順序に親しみをもとうとしている。
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